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主　催　NPO法人萩原スポーツクラブ

①ソフトミニバレーボール
　用具及びコート　　　　コートはバトミントンコートを使用
ネットの高さはバドミント支柱を調節（１．８５ｍ）
　　                  　ボールはソフトミニバレーボールを使用
チーム編成　　　　 １チーム女性４人編成
　表　　彰　　　　  チーム表彰（１位～３位）
　得点　　　　　順位得点　1位5点・2位3点・3位2点・4位1点
　　　　　　　　　　　　参加得点　1チーム1点（2チーム分まで）
　ルール
1. 競技は、3セットマッチとし、2セットを先取したチームが勝者となる。ラリーポイント方式で、15点先取したチームの勝利とする。
２.　両チームでジャンケンを行い、勝ったチームがサービス権またはコート選択する。
３.　各チーム1セットにつき1回のタイムアウト（30秒以内）でき、キャプテンは審判員に対し質問できる。
４.　サービス権を得たチームはコートサービスゾーンよりサーブをする。
５.　サーブはアンダーで味方コートに入れ、以後2回のタッチで相手コートに返球する。ラリー中、3回目がネットに触れた場合は、あと1回タッチすることができ相手チームへ返球できる。
６.　ラリー中は1人2回にタッチが許されるが、連続でのタッチは反則とする。
７.　得点を得たチームは直ちにローテーションする。（1人で連続サーブは出来ない）
８.　バックプレイヤーは、前衛にてスパイクを打ってはならない。
９.　前衛、後衛のポジションを交代してはならない。
１０.　スパイクの際は、片足は必ず地面に着いていなければならない。
１１.　反則は、オーバーネット、タッチネット、ラインクロス、支柱外通過、ドリブル、ホールディング、ジャンプスパイクとする。（ジャンプして相手チームへ返球した場合は、ボールがスパイクでなく頭より上であればいい）
　１２.　ブロックすることが出来る。ブロックは0回とカウントし、以後3回で返球する。
ブロックした者は連続してボールにタッチができ、以後２回で返球する。
　１３.　第2セットのサービスは、第1セットで最初にサービスを行わなかったチームとし、最終セット（第3セット）の場合は、再度ジャンケンを行う。
　１４.　コート交替は、第1セット終了後、最終セット（第3セット）一方のチームが
8点に達したときにする。ただし交替が正しい時点で行われなかった場合、誤りに気付き次第交替する。
　ゲーム進行
　　　審判は、参加チームみんなで協力して行う。担当は、対戦表の通り
　　　主審の出来る人がいないときは、競技本部に申し出てください。
各チームに、競技本部より主審要請があった場合、協力をお願いします。
②レクリエーションバレーボール(一般)：中学生以上誰でも
③レクリエーションバレーボール(壮年) ：男性４０歳以上
(昭和52年4月2日生以前の方)

女性フリー
　用具及びコート　　　コートはバレーボールコートを使用
　　　　　　　　　　ネットの高さはバレーボール支柱を調整（２．２m）

ボールはソフトバレーボールを使用
　チーム編成　　 　 １チーム６人編成　　男女混成可
表　　　　彰　　　　チーム表彰（１位～３位）
　得点　　　　順位得点　1位5点・2位3点・3位2点・4位1点
　　　　　　　　　　　参加得点　1チーム2点（2チーム分まで）
ルール
1. じゃんけんにより、勝ったチームはサービスゾーンよりサーブをする。

2. サーブは相手コートに入れ、以後相手チームは３回以内のタッチで相手コートに返す。

3. サービスはトスしたボールが、サーバーの体に触れないで床に落下したときは、１回だけサービスをやり直せる。
4. 連続してサーブは３回までとし、ローテーションを行う。

5. どのポジションでもアタック・ブロックする事ができる。

6. 得点は、相手側のミス、又は相手側に反則があった場合１点を得る。

7. 競技は、３セットマッチとし、１セット１５点とする。（ラリーポイント制）

8. ブロック予選において、勝敗が同じ場合は、セット数で決める。
セット数も同じ場合は得失点で決める。
ゲーム進行
　　 審判は、参加チームみんなで協力して行う。担当は、対戦表の通り

④ソフトボール　
用具及び球場　　　　試合球は主催者にて用意
　　　　　　　　　　あさぎりグラウンド　固定ベース
野球場　移動ベース
マウンド　14.02ｍ

　チーム編成　　　　１チーム９名以上（男子のみ）
　　　　　　　　　　　　年齢制限なし
表　　　彰　　　　チーム表彰（１位～３位）
　得点　　　　順位得点　1位5点・2位3点・3位2点・4位1点
　　　　　　　　　　　参加得点　1チーム2点（2チーム分まで）
　　　　　　　　　　　※雨天中止の場合は、参加得点は加算
　ルール
　　日本ソフトボール協会のルールに準拠
１．１試合６０分として、５０分を過ぎて新しいイニングに入らない

　　２．同点の場合、最終メンバー全員によるジャンケンにより勝敗を決める
　　３．金具のスパイクシューズは使用禁止とする
４．攻撃側は、ヘルメットを着用する
　ゲーム進行　　　
　　 審判は、参加チームみんなで協力して行う。担当は、対戦表の通り
　　　　　
⑤ペタンク
用具及びコート　　ビュット（目標球）…直径２５～３０mmの木製球。
　　　　　　　　　　ボール…重量６５０～８００グラムの金属製球。１人につき２個。
　チーム編成　　　１チーム３人編成(男女混成可)
　表　　彰　　　チーム表彰（１位～３位）
　　得点　　　順位得点　1位5点・2位3点・3位2点・4位1点
　　　　　　　　　　　参加得点　1チーム1点（2チーム分まで）
ルール
1. じゃんけんで先攻、後攻を決める。

2. 先攻チームの1人がスタートサークルからビュット（目標球）を投げる。ビュットは６～１０mの範囲に止まるようにし、範囲内におさまらない場合には３回までやり直しができる。
3. 更に、サークル内からボールを投げる。

4. 後攻チームの１人がサークル内からボールを投げる。

5. 両チームが１個ずつボールを投げた時点で、２個のボールとビュットの位置を確認しビュットから遠いボールのチームが次の投球を行い、ビュットに一番近いボール（ベストボール）をチームが持つまで投球を続ける。ベストボールが持てなくても、チームのボールがなくなった場合は交代する。
6. 両チームがボールの全てを投げ終わった時点（１セット終了）で得点を計算する。
（相手チームのどのボールよりもビュットに近い自分チームのボール数が得点となる）

7. 第２セットからは、前セットの勝ちチームが先攻し、どちらかのチームが１３ポイント先取するか２０分以内のゲームを続ける。（出場チーム数によって変更あり）
８.　同点の場合
予選リーグ　同点のまま集計しブロック順位を決める
同一順位となった場合、1ゲームにて決める
３チーム同位の場合は、トーナメント戦を行う（ジャンケン抽選）

トーナメントは１ゲームにて決める
⑥ゲートボール
用具及びコート　　コートはインナーフィールド縦15ｍ、横20ｍ+アウターフィールド

外縁1ｍとする。
用具はスティック（日本ゲートボール連合認定品）及びボールは直径

7.5ｃｍ重量230ｇとし、赤色5個、白色5個の合計10個とする。
チーム編成　　チームは、5名の競技者と3名以内の交代競技者によって構成し、
内1名を主将とする。（男女混成可）
　表　　彰　　　チーム表彰（１位～３位）
　得点　　　　順位得点　1位5点・2位3点・3位2点・4位1点
　　　　　　　　　　　参加得点　1チーム1点（2チーム分まで）
　ルール　　　公式日本ゲートボール競技規則、並びに審判実地要領に準拠する
ゲーム進行　　　萩原町ゲートボール連盟により進行する。
⑦グラウンド・ゴルフ

会　　　　場　　　飛騨川公園グラウンド・ゴルフ認定コース
全１６ホール（ゾーン数は参加者数により調整）
チーム編成　　　各区にて３名以上で１チームとする
　　　　　　　　　地区にて２名以下の場合は、個人参加とみなす
　表　　彰　　　団体表彰（１位～３位）
　　　　　　　　　　個人表彰（１位～６位）
　得点　　　順位得点　1位5点・2位3点・3位2点・4位1点
　　　　　　　　　　参加得点　1チーム(3名以上)1点（2チーム分まで）
　ルール
　　（社）日本グラウンド・ゴルフ協会のルール及び、本大会の申し合わせ事項による
ゲーム進行
　１．１６ホールをまわり、その合計打数を競う

　　　２．競技の組編成は、６～８人を原則とする

　　　　　　※参加者数により、グループ数、組編成は調整する

　　　３．打順はローテーション方式とする

　　　４．スコア表の記入は組メンバー内で交代に行う
　　　５．団体表彰は、地区の上位３名の合計スコアにて決定する
　　　　　　同一スコアの場合、個人の順位の高い順とする

　　　６．個人表彰は　スコア順とする

　　　　　　同一スコアの場合は最少打数の多い競技者を上位とする

　　　　　　尚、同打数の時はラウンドの最少スコア競技者を上位とする

　　　※　競技終了後、交流会を１ラウンド（８ホール）行う
　　　※　交流会及びホールインワン表彰は無い

⑧大縄とび
チーム編成　　　チーム対抗で行う（チームは地区又はブロック内で編成する）

1チームは12名（跳ぶ人数10名）途中交替は自由

　　　　　　　　　大縄とびチームの重複参加は禁止
表　　彰　　　チーム表彰（１位～３位）
得点　　　順位得点　1位5点・2位3点・3位2点・4位1点
　　　　　　　　　参加得点　1チーム2点（2チーム分まで）
ゲーム進行　　　各競技の空いている時間でチームを作り参加

競技ルール　　　1分間に跳んだ回数で勝負を決める（引っかけた回数は得点しない）

各チームで、3回チャレンジが出来、1番多い回数を得点とする

同点の場合は、２番目の得点の多い順とする
３回共に同得点の場合は、代表者によるジャンケン
競技時間　　　９：００～１２：００（人数がそろえば審判に申し出て競技開始）
申し込み　　　当日申込み可　最終申込　１２：００まで
⑨ラージボール卓球
　

　用具及びコート　　　　卓球台（12台）・ラケット
　　                  　ボールはラージボール(直径44ミリ、重量2.4グラム)を使用

チーム編成　　　　 １チーム2人編成（男女混成可）
　　　　　　　　　　　　
　表　　　彰　　　　  チーム表彰（１位～３位）

　得点　　　　　順位得点　1位5点・2位3点・3位2点・4位1点
　　　　　　　　　　　　参加得点　1チーム1点（2チーム分まで）
　ゲーム進行
　　　１．試合は予選リーグと決勝トーナメントにより上位3位を決定する

　　
２．予選リーグは3組又は4組による総当りにより順位を決める

３．予選リーグ1位のみ決勝トーナメントに進出する

４．予選リーグは1セット１１点　２セット勝負

５．決勝トーナメントは1セット１１点　３セット　３セット先取とする

６．サービスは、２本交替とする。

７．３位決定戦を行い、上位3組を決める。

８．審判は、各ブロックにて行う。

９．その他試合ルールについては当日説明致します。
①　ソフトミニバレーボール


②　レクリエーションバレーボール（一般）


③　レクリエーションバレーボール（壮年）


④　ソフトボール


⑤　ペタンク


⑥　ゲートボール


⑦　グラウンド・ゴルフ


⑧　大縄とび


⑨　ラージボール卓球　


⑩　ノルディックウォーキング
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